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What’s New

11

ver.8.20 では新機能の拡充とともに、より一層の利便性向上を図るべく大幅なインターフェー

スの変更を行いました。 
 
今回のバージョンアップで行われた主な変更点は以下の通りです： 
 
・ 用語の変更 
・ 新規ツールダイアログ 
・ メニュー項目の変更 
・ ツールバーの変更 
・ その他各種仕様変更、追加 
・ GPE コマンドの拡充、変更 
・ Viewer の仕様改善 
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本セクションでは dw-2000 プログラム内で使用される用語で、ver.8.20 から変更となったもの

について解説して行きます。変更となった用語一覧は以下の通りです： 
 
・ “ Item(s) “ → “ Element(s) “ 

これに伴い旧バージョンで使用されていた「Item」メニューは廃止され、新たに

「Element」メニューが追加されました。 
・ ” Feature(s) “ → “ Property(ies) “ 

ver.8.00 より各エレメントの描画特性情報として採用された Feature 機能ですが、本バ

ージョンより Property に変更となりました。また従来使用されていた Property は

Attribute と変更されましたのでご注意下さい。 
・ ” Property(ies) “ → “ Attribute(s) “ 

本バージョンから Property を描画特性情報として採用することになったため、各エレ

メントにユーザー定義による情報を付与する従来のPropertyはAttributeに変更となり

ました。 
・ ” Digitize(ing) “ → “ Draw(ing) “ 
・ “ Database(s) “ → “ Library(ies) “ 
・ “ ID(ed) “ → “Select(ed) “ 

エレメントのグループ化を表す為に用いられてきた IDですが、本バージョンよりSelect
に変更となりました。日本語では同じ「選択」となりますが、引き続き Get によるシン

グルエレメント編集の為の「選択」とは異なりますのでご注意下さい。 
・ ” Fence “ → “ Crop “ 
・ “ Object Toolbox “ → “ Layer Tool “ 

従来のオブジェクトツールボックスは本バージョンより廃止されました。代わりに従来

のオブジェクトツールボックスのレイヤー表示部分のみを残した Layer Tool を新たに

採用することとなりました。 
・ “ UNGET “ → “REVERT ELEMENT “ 
・ “ Undo Toolbox “ → “Undo History “ 
・ “ Orthin H “ → “Orthogonal Horizontal “ 
・ “ Orthin V “ → “Orthogonal Vertical “ 

 
 

用語の変更
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ここでは ver.8.20 で新たに追加された各ツールダイアログについて解説して行きます。 
 
Library Manager 
 
ver.8.20 では従来の Library メニューが廃止され、より視覚的に操作が可能となる Library
Manager ダイアログが追加されました。 
 

新規ツールダイアログ

右クリックでライブラリの新規作成、
呼び出し、閉じるを選択するポップ
アップメニューが表示されます
※このポップアップメニューは全て

のストラクチャが閉じられた状態
でのみ操作可能です

ストラクチャ一覧ストラクチャ一覧
ウィンドウウィンドウ

【初期状態】

情報ボタン情報ボタン
ストラクチャ情報を
表示します

アクションボタンアクションボタン
選択したストラクチャに
様々な操作を行います

選択したストラクチャを削除します

新規ストラクチャを作成します
※新規ストラクチャは一覧ウィンドウ

最下部に<NewStrcutureName>と

して追加され、名称入力待ち状態
となります

○ ライブラリが開かれた状態での Library Manager の解説は次項をご参照下さい。 
○ ダイアログの端の部分にマウスポインタを合わせ、ドラッグすることにより Library

Manager の大きさを変更することが出来ます。 
○ Library Manager は Tools メニューより表示／非表示の切り替えができます。 
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【ライブラリが開かれている状態】

アクションボタンを押すとこのような
ポップアップメニューが表示されます
※このポップアップメニューはストラ

クチャ一覧ウィンドウでストラクチャ
を選択しながら右クリックすること
でも表示・選択することができます

複数のライブラリを開いた状態で一覧が
ライブラリタブに表示しきれない場合、
このボタンを押して表示を切り替えます参照ライブラリを

バインド設定にする
ときにチェックします

現在開かれている
ライブラリ一覧

情報ボタンを押すことにより
以下のようなストラクチャ情報
ダイアログが表示されます
※詳細は次項以降参照

参照ストラクチャとしてカレント
ストラクチャに配置するときに
使用します。今回のバージョン
アップで最も変わった点の一つ
ですのでご注意下さい。

ダブルクリックで
ストラクチャを開く
こともできます

参照ストラクチャとして配置した
場合、または既に配置されて

いる参照ストラクチャを
選択した場合、その参照

されているストラクチャの前
に鉛筆マークが表示されます

新規ツールダイアログ

44
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ストラクチャ情報ダイアログについて 
 
ここではストラクチャ情報ダイアログについて解説致します。 
 

新規ツールダイアログ

【Generalタブ】

表示切替タブ

情報ダイアログに表示される
ストラクチャはLibrary Manager
から別のストラクチャをクリック
することにより切り替えることが
できますが、このLockボックスを

チェックしておくと他ストラクチャ
をクリックしても切り替わらず、
このストラクチャの情報を表示
し続けます。この表示を保持した
まま編集作業に移行したい場合
や、複数のダイアログを表示した
い場合などに使用します

ストラクチャの作成日時、
更新日時、バックアップ
世代保持数、トップレベ
ルのエレメント数です

ストラクチャ右上端の座標

ストラクチャ左下端の座標
（ストラクチャ原点）

ストラクチャ縮小画像
（ピークウィンドウ）

【Treeタブ】

トップレベル
（ストラクチャ名）

このストラクチャに使用され
ている参照ストラクチャ一覧
と参照されている数量。配置
レベルに応じてサブフォルダ
表示となります

クリックすることにより
Library Managerの当該

ストラクチャを反転表示
（カレントストラクチャに）
します
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新規ツールダイアログ

【Summaryタブ】

※ストラクチャ情報ダイアログはレイアウト編集中でも開いたままの状態にしておくことができます。
※ストラクチャ情報ダイアログは複数同時に開いておくことが可能です。
※Library Managerのストラクチャ一覧ウィンドウから別のストラクチャを選択することにより表示ストラク

チャを変更することが出来ます。

サマリーの表示レベル
トップレベルのエレメント
のみカウントしたい場合
はTop Level Only、全階

層に渡ってカウントした
い場合はAll Levels

配置されているエレメント
の数を種類別に表示

配置されているパス
エレメントのエッジタ
イプ別の数を表示

配置されているパス
エレメントのパス幅
の最大と最小を表示

項目をクリックする
ことでソートできます

レイヤー、データタイプ毎
に使用されているエレ
メントの数、割合を一覧
表示します

一覧表に表示する
エレメントの種類を
絞り込みます

Hide Empty Lines
ボックスをチェックする
ことにより、この7番の
ように数が0（＝使用さ

れていない）レイヤー、
データタイプを一覧表
から削除します
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Navigator 
 
Navigator ダイアログでは表示に関する様々な操作が行えます。主な特徴は以下の通りです： 
 
・ ダイアログ内でドラッグすることにより指定箇所任意拡大、ビューエリアの移動が可能 
・ ズーム機能 
・ 表示レベルの切り替え（階層越え編集時） 
・ ビューヒストリー機能。これにより過去に表示したエリアとの切り替えを無制限で行うこ

とが可能 
・ ビューエリア登録機能（プリセットビュー） 
 

ビューヒストリーボタンビューヒストリーボタン
過去に表示したエリアとの
表示切替を行います

表示レベル切り替えボタン表示レベル切り替えボタン
階層越え編集時（エディットインプレース時）
全レベル表示／現在の編集対象のみ表示
の切り替えを行います

ズームツールズームツール
レイアウトウィンドウの表示を
ズームイン／アウトします
※ズームインはそのままクリック、

逆にズームアウトはCtrlキーを

押しながらクリックします

現在のレイアウトウィンドウの
ビューエリア

プリセットビューエリアプリセットビューエリア
登録されているビューエリア
は右図のようにエリア左下に
登録番号が付与されます

プリセットビューセットボタンプリセットビューセットボタン
登録しておきたいビューエリアで
このボタンを押すことにより八個
まで登録することが出来ます
※登録にはまずSetボタンを押し、

次に登録したい番号のボタンを
押します

※登録はストラクチャを閉じる毎
に全てリセットされます

プリセットビュー登録ボタンプリセットビュー登録ボタン
ビューエリア登録されると数字が
拡大表示され、押すことにより登
録ビューエリアを表示します

○ Navigator は Tools メニューより表示／非表示の切り替えができます。 
 

新規ツールダイアログ
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Layer Tool 
 
Layer Tool ダイアログは以前のバージョンのオブジェクトツールボックスからレイヤー一覧部

分のみを残したものです。 
 

チェック有りで選択可、
無しで選択不可にします

表示・非表示を切り替えます

クリックすることでカラー
パレットを起動し、表示色・
パターンを編集できます

Layer Toolダイアログで

変更した表示情報はプ
ログラムを終了すると失
われてしまいます。そこ
で、ここで行った変更を

保持しておきたい場合は
終了前にView:Palette…
メニューにてSetupの保

存を必ず行って下さい。

レイヤー（エレメント属性)名を

クリック選択することでカレント
レイヤーを変更できます

全レイヤーの選択可・不可設定を一括して変更します

全レイヤーの表示・非表示設定を一括して変更します

○ 以前のバージョンのオブジェクトツールボックスにあった描画モード・アイテム選択ボタ

ンの代わりには、ツールバーの Element Kind 並びに Drawing をお使い下さい。 
○ 以前のバージョンのオブジェクトツールボックスにあった参照ライブラリ切り替え、スト

ラクチャ一覧ウィンドウの代わりには、Library Manager をお使い下さい。 
○ Layer Tool は Tools メニューより表示／非表示の切り替えができます。 
 

新規ツールダイアログ
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ver.8.10 → ver.8.20 備考

File
GPE（一部） スクリプト関連メニューのみ移動

Edit Edit テキスト編集時のみ有効

Tools Criteria設定メニューのみ移動

GEdit Edit レイアウト編集時のみ有効

Item Element
パス幅やテキスト配置位置、参照ストラクチャの配置時の
倍率、角度などの配置設定はPropertyメニューに統合

Mode Drawing
Group Group

View
Drawing（一部） 描画スケール設定メニューのみ移動

DRC DRC
HLVS HLVS
Tools Tools

GPE
Tools（一部） CLI表示・非表示選択メニューのみ移動

Window Window
Help Help

View

GPE

File

Library Manager

新規作成、読み込み及び終了（閉じる）はFileメニューから
でも選択可能Library

アクションメニュー

Structure

メニュー項目の変更

ここでは ver.8.20 で変更されたメニュー項目について解説して行きます。 
 
メインメニューの変更 
 
今回のバージョンアップではメニュー項目・構成に大幅な変更が施されました。以前のバージ

ョンのメニューがどのメニューに変更・統合されたかは以下の通りです： 
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Layout Editor

また、ver.8.20 より新規で採用したメニュー項目、廃止されたメニュー項目、及び既存のメニ

ュー名称の変更は以下の通りです： 
 
メニュー ver.8.10 → ver.8.20 解説

New New
メニュー項目は同じですが、階層式となりテ
キストファイルかライブラリかを選択できるよ
うになりました。

Open Open
メニュー項目は同じですが、テキストファイ
ル、ライブラリどちらも開くことが出来るように
なりました

Close Close

メニュー項目は同じですが、従来のようにカ
レントテキストウィンドウのみ閉じるのではな
く、サブメニューに開かれているテキストファ
イル、ライブラリを一覧表示し、選択して閉じ
ることができるようになりました

*** Save All
新たに追加された、開かれている全てのスト
ラクチャ及びテキストファイルを一括して保存
するメニューです

Load GPEメニューへ
GPE:Load Program/PCellメニューに移動と
なりました

Save and Load GPEメニューへ
GPE:Compile source fileメニューに移動とな
りました

Generate object
file

GPEメニューへ

*** ***

前項の表でも説明しましたが、従来のGEdit
メニューは廃止され、代わりにテキスト、レイ
アウト、どちらのウィンドウがカレントかにより
メニュー項目が変わるようになりました。つま
り本メニューはテキスト編集時には従来どお
りのEditメニューに、レイアウト編集時には従
来のGEditメニューの内容になります

Get Get Element

***
Get Element in
Hierarchy

新たに追加された、下層のエレメントを直接
Getするメニューです（＝Descend→Get＝
HGet）

Put Put Element
Unget Revert Element
Descend Descend Hierarchy
Ascend Ascend Hierarchy
Stretch Stretch Edge
Move Point Move Vertex
Modify Poly Modify Polygon
Add Poly Add Polygon
Sub Poly Subtract Polygon
WIPE Delete Element
Export Capture Image

テキスト編集時は従来のメニューから変更はありません

Edit

File

※上記に表記の無いメニュー項目は従来のバージョンと名称・機能ともに変更ありません。
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Layout Editor

メニュー ver.8.10 → ver.8.20 解説

*** ***

レイアウト編集で配置するエレメントの種類、
属性、配置属性は全てこのElementメニュー
で行います。但し従来のItemメニューよりか
なり簡素化されましたのでご注意下さい

Kind Boundary他
エレメントの種類を選択する階層式のKindメ
ニューは廃止され、それぞれの種類をトップ
から直接指定するようになりました

Features他 Properties

従来のFeaturesメニューに相当するもので、
配置するエレメントの属性（レイヤーや幅な
ど）や配置属性（倍率や角度など）の設定は
全てのこのメニューに集約されました。因み
にPropertiesダイアログは現在選択している
エレメントの種類に応じて変化しますのでご
注意下さい

Properties Attribute
Item Summary

*** ***
今バージョンより従来のIDと言う用語を
Selectionと呼ぶこととなりましたのでご注意
下さい

Undo 廃止 Edit:Undoに統合されました

Clear Deselect all
ID New Selection
ID Add Add to Selection
ID Window Select by Area

*** Select all
新たに追加された、カレントストラクチャの全
エレメントを一括してグループ化するメニュー
です

Un-ID
Remove from
Selection

*** Remove by Area

新たに追加された、グループ化されたエレメ
ント群からマウスドラッグで指定したエリアに
含まれるエレメント群を一括して解除するメ
ニューです

ID Summary Selection Summary
Fence Crop
Path Explode Explode Path
Text Explode Explode Text

Explode
Explode
References

Element

Group

※上記に表記の無いメニュー項目は従来のバージョンと名称・機能ともに変更ありません。
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Layout Editor

メニュー ver.8.10 → ver.8.20 解説

*** ***
従来のバージョンでの「Mode」メニューに相
当します。描画モードに関する設定は全てこ
こで行います

Mode Straight他
描画モードを選択する階層式のModeメ
ニューは廃止され、それぞれのモードをトップ
から直接指定するようになりました

Gravity Set Gravity
*** Set Drawing Scale 従来のView:Scaleメニューです

Draw All levels

Draw Edit level
only

View Fit View
Preset View
Past View
Redraw Refresh
Data View *** Draw Edit level onlyモードにて操作を行う

Set View Set View Area
Aspect Set Aspect Ratio

Scale Drawing メニューへ
Drawing:Set Drawing Scaleメニューへ移動と
なりました

Grid Extras:Set Grid 階層メニューExtrasへ

View Level Set View Level

Axis
Extras:Show/Hide
Axis

階層メニューExtrasへ

Caption
Extras:Show/Hide
Caption

階層メニューExtrasへ

***
Extras:Show/Hide
Background Image

新たに追加された、レイアウトウィンドウに指
定した画像を表示するメニューです

***
Extras:Set
Background Image

前記のメニューで表示する画像を設定するメ
ニューです

Rulers Rulers

今バージョンよりRuler Bar／Static Ruler
Barの概念が廃止され、Static Ruler Barに
統一されました。また、削除する際には
Remove Rulerメニューでポイント削除、エリ
ア削除いずれも行えるようになりました

*** View Options

従来のバージョンのMasksダイアログで行っ
た「エレメント補助表示要素の表示・非表示
選択」を今バージョンでは切り離し、本メ
ニューで行うようになりました

Drawing

***

View

従来のView／Data Viewの概念を今バージョ
ンでは左記の二つのモードを設けることより
実現するようにしました。Draw All～モードで
はViewメニューの全ての操作を全階層に
渡って、一方Draw Edit～モードではViewメ
ニュー全ての操作を階層越え編集対象にの
み適用します

Navigatorダイアロ
グに統合

※上記に表記の無いメニュー項目は従来のバージョンと名称・機能ともに変更ありません。
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Layout Editor

メニュー ver.8.10 → ver.8.20 解説

DRC
HLVS

***
Show/Hide Library
Manager

Library Managerの表示・非表示を切り替え
ます

***
Show/Hide
Navigator

Navigatorダイアログの表示・非表示を切り替
えます

Object Toolbox
Show/Hide Layer
Tool

Layer Toolの表示・非表示を切り替えます

Undo Toolbox
Show/Hide Undo
History

*** Show/Hide CLI 従来のGPE:CLIメニューです

*** Toolbars
ツールバー一覧を表示し、ツールバー項目
ごとに表示・非表示を設定できます

***
Edit Layer
Definitions

従来のLibrary:Criteriaメニューです

CLI Toolsメニューへ
Tools:Show/Hide CLIメニューに移動となり
ました

***
Load
Program/PCell

従来のFile:Loadメニューです

*** Compile source file 従来のFile:Save and Loadメニューです

***
Generate Object
File

従来のFile:Generate Object Fileメニューで
す

Build Kit Build PCell Kit
Window

*** Check for Updates

現在お使いのRevisionより新しいRevisionが
無いか、Design Workshop社のサイトに接続
してチェックします。より新しいRevisionが確
認された場合、更新の意志を確認した上で
インストールを開始します

*** Contact Us
ブラウザを自動起動し、Design Workshop社
の顧客窓口のサイトに接続します

従来のメニューから変更はありません

Help

従来のメニューから変更はありません
従来のメニューから変更はありません

Tools

GPE

※上記に表記の無いメニュー項目は従来のバージョンと名称・機能ともに変更ありません。
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Layout Editor

新たに追加されたメニュー項目の解説 
 
ver.8.20 より新たにメニューに追加された項目について解説致します。 
 
File:Save All  現在開かれているストラクチャ及びテキストファイル

（GPE スクリプト）を一括して保存します。 
ショートカットキー  Ctrl ＋ Shift ＋ S 
 
 
Edit:Get Element in Hierarchy 下層（参照ストラクチャ）のエレメントを直接 Get して編

集対象にします。従来 Descend→Get の二つのプロセスを

要していたものを一つのプロセスにしたものです。 
コマンド入力 HGet [座標] 
 座標指定しない場合はマウスによる指定となります 
 
 
Group:Select all  カレントストラクチャに含まれる全てのエレメントを一

括してグループ化します。 
コマンド入力   IDWindow DataExtent 
 
 
Group:Remove by Area  現在グループ化されているエレメント群からマウスドラ

ッグで指定したエリアのエレメント群をクリア（グループ

化解除）します。 
コマンド入力  UnIDWindow 
 
 
View:Draw Edit level only  階層越え編集時（エディットインプレース時）のみ有効で、

ストラクチャウィンドウ内の表示を現在編集している階

層に限定します。従来のバージョンの「Data View」関連

コマンドを独立した固定モードにしたものです。 
 
 
View:Draw All levels  Draw Edit level only モードを解除し、全階層表示モード

に戻します。 
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Layout Editor

View:Extras:Show/Hide 
Background Image 今バージョンより全く新しく加わった機能で、次に解説す

るSet Background Imageメニューで指定した画像ファイ

ルを配置エレメントの裏に表示します。 
 
 【バックグラウンドイメージ使用例】

フォトマスクなどのイメージを並べたり重ね合わせ
たりしながら編集していくことができます

View:Extras:Set 
Background Image バックグラウンドに使用する画像ファイル、貼付倍率、貼

付位置（座標指定）を指定します。貼付できる画像ファイ

ルの種類は BMP、GIF、PNG 及び JPG です。 
 
 
View:View Options  従来の Masks ダイアログにあった「エレメント補助表示

要素の表示・非表示選択」の欄を独立したメニューにした

だけのものです。 
コマンド入力   ViewOptions 
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ツールバーの変更

ここでは ver.8.20 で変更された各ツールバーについて解説して行きます。 
 
名称変更したツールバー 
 
・ Item → Selection | Editing 

名称が変更されただけでなく、新たに Put Element ボタンが追加されました。 
 
 
 
 
 
 
 
・ Fence → Crop 
 
 
 
 
 
 
・ Digitize → Drawing 
 
 
 
 
 
 
機能追加したツールバー 
 
・ View 

新たに Draw All Levels、Draw Edit Level Only の二つのボタンが追加されました。 
 

Put Elementボタン

Draw Edit Level Only

Draw All Levels

○ ツールバーに関しては上記以外にも細かい改善を行っております。また Waveguide ツール

バーは新たに PL Waveguides ツールバーに変更となりました。 
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ここでは ver.8.20 で仕様変更・追加された項目について解説して行きます。 
 
変更・追加項目一覧 
 
・ データベース仕様に関する変更 

- サポート頂点角数が従来の 4096 角から 8192 角に拡大されました。 
- ストラクチャ名に使用できる文字数が最大 64 文字に拡大されました。 
- ライブラリ作成の際に、ストラクチャ名の case-sensitive 属性（大文字小文字を厳格に

区別するか）を設定できるようになりました。 
- ver.8.10とver.8.20との間でライブラリデータをネイティブの状態で共用することが可

能です（但し、ver.8.20 専用の機能に関しては ver.8.10 では排除されます）。 
- ver.8.20 では過去のいかなるバージョンの dw-2000 ライブラリを開き、編集すること

が可能です。 
・ マウスホイールによる拡大・縮小機能が追加されました。 
・ ライブラリ内で使用されているが、エレメント属性（criteria）を設定していないレイヤー

に対して自動的にエレメント属性を割り振る CreateCriteriaAuto コマンドが追加されまし

た。CLI またはコマンドプロンプトで本コマンドを入力することにより、使用されているに

も拘らずエレメント属性が設定されていないレイヤーに対して「Layer_番号」と言う名称の

エレメント属性を自動で割り振ります（例：レイヤー番号 25 番の場合→Layer_25）。 
・ Helpメニューよりインターネットを通じてRevisionアップデートの確認が可能になりまし

た。因みに更新チェックの頻度、自動チェックの可否などの設定が行えます。 
・ 従来のバージョンではオプションモジュール（別途購入が必要）であった Advanced GPE

Extensions（拡張マクロ）が ver.8.20 より標準装備となりました。また、従来からオプシ

ョンとしてお使い頂いていたお客様は今後本モジュールに対する保守料は発生致しません。

 
 

その他各種仕様変更、追加
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GPEコマンドの拡充、変更

ここでは ver.8.20 で追加・変更された GPE コマンドについて解説して行きます。 
 
新規 GPE コマンド 
 
ver.8.20 で新たに追加された GPE コマンドは以下の通りです。 
 

コマンド名 内容

CreateCriteriaAuto

ライブラリ内で使用されているにも拘らず、エレメント属性を設定されてい
ないレイヤーに対して一括して自動的にエレメント属性を割り振ります。
割り振られるエレメント属性名は「Layer_レイヤー番号」となります（例：レ
イヤー番号19番の場合→Layer_19）。

PathToCoords
パスエレメントの外郭部分の頂点角座標を返します。パス幅が0の場合
はnullが返されます。また、本コマンドでの対象パス指定にはGetElコマ
ンドを使用します（例：pathtocoords (getel gedkey)）。

HleLateralCap
ラティラルキャパシタンス（Lateral Capacitance）を抽出します（要HLVS
オプション）。

HleCapThreshold
出力コンデンサをスパイスファイルへ出力する際のキャパシタンススレッ
シュホールド（Capacitance Threshold）を設定します（要HLVSオプショ
ン）。

ForwardView
過去の描画エリアを表示している時に、その描画エリアの一つ前に表示
されていたエリア（＝ビューヒストリーの中で一つ新しい方）の表示に戻
します。

BackwardView ビューヒストリーの中で一つ古いビューエリアを表示します。

DlgNewItem "Static_Frame"
ユーザー定義のダイアログにアイテムを追加します。アイテム毎に個別
のIDを割り振れるので、スクリプト作成の際ダイアログを組上げるのに便
利なコマンドです。

LibraryManager Library Managerを表示・非表示します。
Navigator Navigatorを表示・非表示します。
UndoHistory Undo Historyダイアログを表示・非表示します。
LayerTool Layer Toolダイアログを表示・非表示します。

名称変更された GPE コマンド 
 
・ ItemFeatures → ElementProperties 
・ Property → Attribute 
 
 
その他 
 
・ InitLib コマンドに新たにストラクチャ名の大文字小文字を厳格に区別するかどうかを設

定する 10 番目のパラメータが追加されました。パラメータは 0（デフォルト）が区別せず、

1 が区別するとなります。 
・ StreamIn／StreamOut コマンドに新たにストラクチャ名の大文字小文字を厳格に区別し

てインポート／エクスポートするかどうかを設定する20番目のパラメータが追加されまし

た。パラメータは 0（デフォルト）が区別せず、1 が区別するとなります。 
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ここでは ver.8.20 で Viewer に施された仕様改善について解説して行きます。 
 
仕様改善項目一覧 
 
・ Standard 版同様、より視覚的に操作が出来る Library Manager、Navigator 及び Layer Tool

を採用しました。 
・ GDSII ファイル読み込み後、Layer Tool で各使用レイヤーを確認、選択／選択不可の設定、

可視／不可視の設定、及び表示色／パターンの設定が行えるよう、使用されている全てのレ

イヤーに対して自動的にエレメント属性（criteria）を割り振る Automatic Criterion
Creation 機能を追加しました。 

・ 過去のいかなるバージョンの dw-2000 ライブラリでも読み込むことが可能となりました。

読み込み時に自動的に ver.8.20 で最適化されるよう変換を行います。 
 

Viewerの仕様改善
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